












































































































































































































































































































































品　　　　　　目 1946 19471948 1949 195019511952 1953
肉類及び肉類加工品 29 45 38 47100 129 18206
魚類及び魚類加工品 16 23 51 79 100172 142174
脂　　　　　　　　肪 33 36 3656 100 146164 164
牛　　乳（脂肪分2．5％） 54 38 46 70100 121 128 138? 35 53 48 57 100 172 261138
白　　　　砂　　　　糖 44 61 77 99100 114 133 127
メ　リヤス肌着（上） 25 25 83 94100 200 293 362
メ　リヤス肌着（下） 13 10 21 74 100 168 188218
ストッキング，ソックス 9 12 28 83100 130142 96






















品　　　目 単　位 1936 1950
? kg 46．8 22．1
バター（製品重量） kg 8．5 5．4
バター（脂肪分） kg 7．0 4．2
動　物　油　脂 kg 8．9 4．2?
個 117．0 63．1
牛　　　　　　乳 」 127．0 71．7
白　　砂　　糖 kg 229 20．2
製　パ　ン　粉 kg 103．4 120．4




















































































































































































































































年　度 避難民 年　度 避難民 年　度 避難民
1949 129245 1954 184198 1959 143917
1950 197788 1955 252870 1960 199188
1951 165648 1956 279189 1961 207026
1952 182393 1957 261622 1962 16741






































































































































































品　　目 1955 1960 1965 1970
自家用車 0．2 3．2 8．2 正5．6
オートバイ 10．8 12．7 16．5 19．4
モペッ　ト 一 一 16．1 22．3
ラ　ジ　オ 77．1 89．9 86．5 91．9
テ　レ　ビ L2 16．7 48．5 69．1
冷　蔵　庫 0．4 6．1 25．9 56．4














































































































































































































































































































































































































































































































































195519601963 1964196519661967 19681969 1970
自家用車 0．2 3．2 6．5 6．1 7．1 9．4 11．0 12．315．6 17．3
オートバイ 10．8 12．7 16．8 15．616．0 17．3 18．0 18．419．4 19．5
モペッ　ト 14．3 13．4 14．9 16．918．3 19．522．3 23．5
ラ　ジ　オ 77．1 89．9 92．6 86．4 86．7 87．389．3 90．5 91．9 92．8
テ　レ　ビ 1．2 16．7 38．4 35．8 42．2 54．0 60．0 63．669．1 7L7
電気冷蔵庫 0．4 6．1 16．2 15．1 20．4 31．5 37．743856．4 62．3




















































































































































































































































































































合　計 571592603613633 6566 9680710 736770798 825847
（出典）A．Steiner，　Die　DDR－Wirtschaftsreform　der　sechzigert　Jahre，　a．a．O．，　S．573，　Tab．　A．12
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の収入に見合う製品の供給不足を増大させており，このことは新経済システ
ムの責任者にも伝えられていた㈹。我々が利用している調査からは，どのよ
うな品物が特に不足していたのかを把握することは難しいとはいえ，67年
頃までの調査によって，耐久消費財を除くいくつかの商品の供給に関して，
ある程度の情報を得ることが出来る。
　それらの情報源から判断すると，DDRでは食料品，中でも果物類の不足
に不満を感じている人々が最も多く，ついで衣料品の不足に対する不満が強
かった。新経済システムが第2段階に入ろうとする1967年に行われた調査
1によれば，「最近数ケ月」の商品供給状況について，20％以上の人が果物
と野菜の供給状況が「かなり悪い」と答えていた。中でも労働者は30％以
上が「かなり」あるいは「ひどく」悪いと答えていた。家庭にある人間に比
べ，買い物時間の点で不利な労働者の状況がここには現れていると言えよう。
よく知られているようにDDRでは，果物の中でも人々の需要の多いバナナ
やオレンジのような「南国の果実」が特に不足していた。その結果，60年
代末になってもオレンジとバナナの消費量はそれぞれBRDの半分と1／5程
度であった（71）。1988／89のDDR崩壊一ドイツ統一に際してこれらの果物が
「西」の豊かさを示す象徴的な意味を持った背景がここにあった。
　衣料品についていえば，第1に，靴に関しては全体で約45％の人間が
「かなり」あるいは「ひどく」悪いと供給状況を捉えていたが，中でも労働
者ではその比率は57％以上であった。また既製服についても少なからぬ人
が不満を持っており，なかでも労働者の場合に「かなり」と「ひどく」を合
わせれば28％以上にも達していた（72）。地域の住民の場合，その割合は15％
以下であったから，ここには衣料品＝既成服の購入に時間をかけることが出
来るかどうかが，入手しうる製品の質を左右するような状況が反映している
のである。とりわけ問題となったのは衣料品の品揃えの悪さであった。既に
述べたように，新経済システムの開始期にウルブリヒトは消費者の購買意欲
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を刺激するような商品を供給する必要性を強調したが，それにも拘わらず，
新経済システムが実施されていた期間中を通じて，衣料品の品不足一品揃え
の悪さ解消されなかったのである。図3はそのことを風刺したものである。
　以上の点を別として，具体的にどのような品物の不足に住民が特に不満を
感じていたかについては，調査1においては，耐久消費財ではテレビ，繊維
製品の中ではウール製品，靴下，アイロンのいらないシャツ，嗜好品ではコー
ヒーやチョコレートなどがあげられていた㈹。他の調査では以上に加えて更
に，金属製またはプラスティック製の台所一調理用品，盟，家庭用工具，壁
紙，マットレス，子供用の服や靴下，大人用オーバー，ハンカチ，コルセッ
ト，自転車，モペット等々，品不足は生活のほとんど全領域にわたってい
た㈹。以上のように生活に必要な様々な品物が不足するとき，人々の消費行
動も当然それに対応することになる。それは個人あるいは集団によって自ら
の生活を守ろうとする行動であった。我々が既に見た，あらゆる品物を「買
いだめる」傾向もその現れであろう。また消費生活に関わる人々の間の「助
け合い」ネットワークの形成もこうした全般的な物不足に対応する行動であ
　（出典）　Eulenspiege1，　Jg，14，1967，　Nr．　29，　S．13
　図3「高すぎますって？　この上着をお子さんは20年は着られますよ」
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ろうが，ここでは触れない。
　4．このように，経済発展を達成したといわれる新経済システムの下でも，
商品の供給不足は続いていた。当然のことながら，人々の間からはそれにつ
いての不満が出てくる。よく知られているように，自家用車をはじめとする
耐久消費財購入にかかる待機時間の長さは大変なものであり，当然，そこに
は住民の不満が集中した。とはいえ，待たなければならないのは自家用車の
場合だけではなかった。ある投書によれば，例えば家の鍵をなくしたある人
物は新しい鍵を手に入れるまでに2週間もかかったのである㈹。身の回りの
ささやかな，だが大事な物でさえもこうであるならば，自家用車の待機時間
が長くなるのも当然のことではあっただろう。だが，ここで我々にとって重
要なことは，消費物質の供給不足に関わる不満の引照基準となっていたのが，
常にBRDであることであった。
　住民の声をみてみよう。党機関は選挙に際しては，党員のみならず国民の
声を注意深く収集していたが，例えば，1965年秋の人民議会選挙の時には，
経営労働者の間に次のような声があることを，中央委員会の党機関に関わる
部局は把握していた。すなわち「もし党が，西では家賃が高く，交通費も高
いというのなら，同時に，向こうでは全てのものが我々のところよりも安い
ということをいうべきだ。それは女性のストッキングと（製品の一引用者）
よりよい品質に始まり，ナイロンの下着，繊維製品，テレビ，冷蔵庫が続き，
とどめは車だ」（76）。数字は少し古いが，1962年には繊維製品価格は西の1．9
倍，テレビは約2倍，冷蔵庫が約2．6倍であったが，極めつけはナイロン・
ストッキングで3倍を超えていた㈹。
　1967年にハレやエルフルトで行われた生産労働者を中心とした経営での
政治と経済に関する意識調査㈹では，多くの回答者が，近い将来に両独関
係が変化することはないと考え，その意味でDDR＝社会主義の存続を予想
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していたことは決して，社会システムとしての「社会主義」を人々が容認し
ていたことを意味するのではなかった。それはむしろ「社会主義」に対する
人々の「諦め」や「無関心」を示していたと考えるべきであろう。実際SED
指導部もまたそのように受け取っていたのである（79）。このように考えるなら
ば，将来ドイツが統一した場合の社会秩序として「社会主義」を予想する者
が80％近かったこと〔8°）も理解できよう。人々にとって「社会主義」という
社会的・政治的なシステムよりも，日常生活に関わる「物」の供給自体に関
心があったのであり，それがどのようなシステムの下で達成されるかは，ほ
とんど問題ではなかったということである。つまり，「社会主義」は言葉以
上の意味を持たなかったということである。そしてまさに，人々にとって生
活必需品の十分な供給がなされるかどうかが重要であったという点からして，
西ドイツがDDRの人々に対して強い吸引力を発揮していたのである。既に
壁の建設直後にもSED指導部は，「西の高い生活水準がDDRの住民とその
政治的な態度におおきな影響を及ぼしている」ことに，強い警戒感を示して
いたが〔8’），新経済システムによって相対的には供給が安定していると思われ
ていたときでさえも事態に大きな変化はなく，SED指導部は絶えずそれを
意識しなければならなかったのである。こうして，党と国家の指導部も国民
も共に，常に西との比較においてのみ自己の位置を見てきたのであり，その
意味でDDRは西ドイツのいわば「陰」であったといえよう。
　前章で見たように労働者は新経済システムを比較的好意的に受け止めてい
たが，その時期でさえも，人々の目は絶えず西ドイツに向けられ，自らの労
働の成果に対してそれなりの自信を示しながらも，それは必ずしもDDR社
会主義への信頼とは結びついていなかったことを，我々は以上のことから確
認できるだろう。人々の間にはむしろ社会主義に対して「諦め」や「無関心」
が現れていたのである。だからこそ，80％近い人々が統一ドイツの社会シス
テムが「社会主義」となると，お題目のように述べたのである。他方，我々
　108　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（860）
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は社会主義に対する人々の諦めの中に，DDRにあっては人々が消費生活の
充足を，社会主義というシステムによってではなく，「買いだめ」や「助け
合い」のネットワークの形成という，私的な努力に任せる根拠を見いだすこ
とが出来るのである。
　ところで，序論にも述べたように，SEDの指導部が消費生活発展のモデ
ルとしていたのはアメリカであったが，そのことは人々の意識に即してもい
た。図4は端的に，人々がアメリカ（商品）にあこがれる様を描いている。
人々は自らの生活のむこうに西ドイツどころかアメリカを見ていたのである。
それは同時代の西ドイツの人々と異なるものではなかったが，西ドイツに比
べても経済的に力の劣るDDRにとっては，まさに「見果てぬ夢」にも等し
　　　　　　　　　　　　　　主…と些呈
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（出典）Eulenspiegel，14Jg．1967，　Nr．　17．5．3
　　　　　　　図4　「ハリウッド・ブランコ入荷しました」
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かったであろう。ウルブリヒトの後を襲ったホーネッカー政権はアメリカへ
の接近を試み，その終盤が近づくにつれて，そうした努力も切迫したものと
なるが 財政状況の急激な悪化という事態があったにせよ，同時に ?
れは，まさに国民のこうした姿勢からくる圧力の及ぼした結果とも見ること
が出来よう。　’
（1）但し，こうした呼び方自体に含まれる問題性については，1．Merkel，　Utopie
　　und　Beduerfnis，　a．a，O．，．S．10．
（2）　Heinz　Niemann，　Hinterm　Zaun．　Politische　Kuttur　und　Meinungsforschung
　　in　der　DI）R－die　geheimen　Berichte　an　das　Politibuero　der　SEL），　Berlin　1995，
　　S．91．
（3）例えば，SAPMO，　DY30／3714，　Buero　Walter　Ulbricht．
（4）「壁寵社会」論への批判は，例えばF．Muehlbergによっても展開されてい
　　る。Vgl．，　F．　Muelberg，　Wenn　die　Faust　auf　den　Tisch　schlaegt，　Eingaben　als
　　Strategie　zur　Bewaeltigung　des　Alltags，　in：IVunderwirtschaft，　a．a．O．，　S．182．
（5）　テレビ局への投書については，Wir　sind　doch　nicht　die　Mecherecke　der
　　Nation／Briefe　an　das　Fernsehen　der　DI）R，　hg．v．1．　Merkel，　o．J．，　o．0．本書の
　　編者序論には請願についてのまとまった言及もある。
（6）請願に関する研究としては，Felix　Muelberg，　Konformismus　oder
　　Eigensinn？　Eingaben　als　Quelle　zur　Erforschung　der　Alltagsgeschichte
　　der　DDR，　in：MFK，　Jg．19，　H．　37，1996，　S．331－345：ders，，　Wenn　die　Faust　auf
　　den　Tische　schlaegt，　a．a．O．，　S，175－184；ders．，　Eingaben　als　Instrument
　　informeller　Konfliktbewaeltigung，　in：Evamarie　Badstuebner（Hg．），　Be一
　　ノ惣ηz（〃fch　anders．　Leben　in　der　DDI～，　Berlin　2000，　S．233－270；Jonathan　R．
　　Zatlin，　Ausgaben　und　Eingaben．　Das　Petitionsrecht　und　der　Untergang　der
　　DDR，　in：Zeitschn’ft　fuer　Geschichtswissenschaft，1997，　H．10，　S．902－917．
（7）　　VVir　sind　doch　nicht　die　Meckerecke　der　Na　tion　．C　a．a．O．，　S。24．
（8）　Ebd．，　S．32，
（9）Vgl．，　F．　Muehlberg，　Wenn　die　Faust＿，　a．a．O．　s．176．
（10）　その安定を破壊し，人々の生活を混乱に陥れたのは1958年夏から始まった
　　社会主義化の強行であった。
（11）F．　Muehlberg，　Wenn　die　Faust　auf　den　Tisch　schlaegt．，．，a．a．O．，　S。176．
（12）　Ebd．，　S．180．
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（13）　F。Muehlberg，　Konformismus　oder　Eigensinn？，　a．a．O．，　S．343．
（14）　Vlzir　sind　doch　nicht　die　Meckereclee　derハia　tion　1，　aa．O，，　S．59．；vgL，　Lutz
　　Niethammer，1）ie　volhseigene　Erfahntng．　Eine」A　rchaeologi’e　des　Lebens　in　der
　　Industrieprovinz　der」DDI～，　Berlin　1991，　S．97．
（15）　Siehe，　F．　Muelberg，　Eingaben　als　Insrtrumente　informeller　Konfliktbe－
　　waeltigung，　a．a．O．，　S．236．
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　　に，壁によって閉ざされた世界の中で，
　　る姿勢が顕著となっていくが，
　　があっただろう。
（34）　SAPMO－BArch，　DY30／IV2／608／10／BL38．
（35）　DDRの統計は従来からその信愚性に疑問が持たれてきたが，ここにあげた
　　表5も先の表4と若干の食い違いが生じている。ただし，他の様々な証拠から
　　して，1950年代末頃から耐久消費財の普及が拡大していたことは疑いない。
（36）　この表はKreis　SchonebeckとBezirk　Magdeburugの場合を示したもの。
　　なお，車の待機時間は地域によりかなりの差があり，例えばSchonebeckで
　　は約9年かかるのに対してベルリンでは5年程度であった。
（37）　SAPMO－BArch，　DY30／5200／BL139．
F．Muehlberg，　Konformismus　oder　Eigensinn？，　a．a．O．，　S，343．
Wir　sind　doch　nicht　die　Meckereche　der　Nation　．4　S．68．
SAPMO－BArch，　DY30／3714／BLllL
Ebd，，　Bl．113．
SAPMO－BArch，　DY30／IV2／6．10／14／BL64。
SAPMO－BArch，　DY30／IV2／6．10／108／BL106．
SAPMO－BArch，　DY30／IV2／6．10／28／Bl．107．
H，ヴェーバー『ドイッ民主共和国史』，前掲，P．88．
SAPMO－BArch，　DY30／IV2／6．10／28／BLIO6，
Ebd，，　BL160．
Ebd，，　BLIO6．
Ebd．，　BLIO7．
Ebd．，　BLIO6，208，252．
Ebd．，　BL208．
SAPMO－BArch，　DY30／IV2／6．10／130／Bl．60．
Ebd．，　BL59．
Ebd．
壁の構築から数年を経て，次第に経済が安定化していくにつれて，人々．の間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己の利益を最大限に追求しようとす
　　　　　　　　　　　　　　その根底には恐らくここにみられた一種の諦め
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（38）　SAPMO－BArch，　DY30／IV2／6ユ0／130／BL192－4．
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　　BArch，　DY30／IV2／6．10／83／BL227．
（40）DDRにおけるモードの文化的な意味合いについては，　Dietrich　Muehlberg，
　　Haute　Couture　fuer　alle？，　in：Dorothea　Melis（Hg．），　Sybille．　Modefotografie
　　aus　drei　Jahrzehntenヱ）」DR，　Berlin　l　998，　S．8ff．
（41）
（42）
（43）
（44）
（45）
（46）
）））））））））））））））））））））???????????（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
後の供給危機のときだけに見られたのではなく，
たっていた。危機の時にはそれが一層強まったのである。
Ebd，，　S．13．
SAPMO・BArch，　DY30／IV2／6．10／130／Bl．137．
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第3章　消費生活と女性
はじめに
　1961年の12月半ばにSEDの政治局は，　DDRにおける女性の位置につい
て，「女性一平和と社会主義」という「コミュニケ」を発表したω。それ
は壁の構築によって最早西に逃亡できなくなった人々に対して，体制に順応
しやすくなる道を提供しようとするSEDの方針の一環であった。「コミュ
ニケ」の中で政治局は，DDRにおいて女性の力が女性自身と社会の発展の
ために十分に使われてはいない現状を取りあげて，批判した。そこで批判さ
れていることの多くは，結局のところ，DDR崩壊まで妥当し，その意味で，
この「コミュニケ」はDDRにおける女性の位置を知る上で非常に重要な史
料である。少し長くなるが，その主要な部分を紹介しよう。
　　「多くの人々，特に男性の間に社会主義社会における女性の役割につい
　て，未だなお過小評価が存在していること。」中でも「16歳から60歳ま
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での女性の68％以上が働いているにもかかわらず，女性が中・上級の役
職についていないこと，また技術系の教育を受ける女性の数が減っている
ことは問題である。」
　経営をはじめとする社会と国家の諸機関で，党や労働組合また大衆団体
の指導部が，女性の要求に関わる党や政府の決定を実行していないばかり
か，多くの指導的な立場にある女性たちには，母として主婦としてしなけ
ればならないことがあるにもかかわらず，しばしば男性よりも多くの負担
が科せられている。
　「未婚，既婚の女性を助け，その大きな負担を取り除く代わりに男性た
ちは，中・上級の役職に女性を就けることが不可能であることは十分に実
証されている，という議論をでっち上げている。とくに，家事と育児を行
わねばならない女性の就労は国民経済的にも『得策』ではないとか，男性
の方が信用がおけるし，また女性のように『休む』こともないと主張され
る。また女性は男性に比べて技術的，組織的問題や経済的な問題を理解す
るところが少ない，などという「議論』さえ存在している。」こうした議
論は全て，女性と社会の発展を阻害するものである。
　女性の問題を全社会的に議論するにあたり重要なことは，つぎのことで
ある。すなわち「平等とは，同一労働同一賃金を意味するだけではなく，
女性の労働を大切にし，女性に対して丁寧に振る舞うことである。このこ
とが我が国の全市民にとって自明のこととならねばならない。」
　見ての通り，「コミュニケ」はDDRにおいて女性が差別されている現状
をはっきりと指摘し，その原因が主として，性差役割分業についてや，女性
を能力的に劣った存在と見る伝統的な観念に囚われている，男性の側にある
ことを率直に述べている。女性雑誌などで繰り返し取りあげられた問題が，
いまようやく，SEDによって問題とされたのである。だが同時にこの「コ
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ミュニケ」は，女性が家事や育児に関わることを当然とする見方をも示して
おり，その意味では批判される男性たちと，根本的には異なるところがない
のである。また，女性は男性によって「優しく，丁寧に」遇されるぺき存在
であるとされているところなどは，確かに，女性が日常生活の中で男性によっ
てどのようなことを体験させられているかを示唆してはいるが，他面ほとん
ど笑い話といっても良いほど，ステレオタイプ化された男性一女性関係のイ
メージを表してもいる②。このように批判される側と批判する側とが殆ど同
一の地平に立っている点からも，この「コミュニケ」はDDRにおける女性
の位置がきわめて複雑であることを，示唆していると言えよう。
　勿論，ここに述べられたようなことが全て，DDRが消滅するまで変わる
ことなく存続していた，などということはないだろう。例えば，「コミュニ
ケ」が出されてからほぼ10年を経た後に行われた調査によれば，企業の指
導部に女性も入るべきであるという意見を持つ男性も少なくはなかったので
ある。だが果たして，そのように女性の社会的地位の向上を当然とする考え
方は，DDRにおける社会一般の通念を表すものであったのだろうか。この
問題を考えるにあたっては次のような課題を設定することが出来よう。第1
に，このコミュニケで批判されたような女性の現状を，女性自身が，あるい
はまた男性がどのように理解していたのかを明らかにすることである。言い
換えれば，人々が家庭と社会における女性の位置をどのように理解していた
のか，ということである。第2に，そうした理解がこれまで検討してきたよ
うな消費生活のあり方とどのように関わっているのかが，明らかにされねば
ならない。この「コミュニケ」に見る限りでは，性差役割分業的な観念は
DDR社会に広く根を張っていた。そうであるならば，女性たちが消費の問
題に関わるのは，主として家事や育児との関連においてである。女性たちは
家事や育児に関わる消費財の購入を通じて，男性との関係をどのように形成
していったのであろうか。本章ではこれら2つの問題を検討しよう。それに
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よって我々は，これまで見てきたようなDDRにおける消費生活の変化が，
女性の生活とどのように関わっているかを理解することが出来るだろう。
第1節　女性の就労
　1．周知の通り，DDRにおける女性就労率は際だって高く，先の「コミュ
ニケ」が発表された1960年代初めでも，就労可能年齢（16～60）にある女
性の70％近くが働いていた。そして，1980年代末には，学生を含めて就労
可能年齢にある女性のおそらくは90％ほどが就労していたと思われる。こ
れほどの高い就労率となると，就労にはいわば「社会的強制」，あるいは
「義務」としての性格が伴うようになることは避けられないだろう。「労働に
より女性の社会的な解放が可能になる」というイデオロギーは，実際のとこ
ろは，就労のそうした強制的な性格を遠回しに表現したものに他ならない（3）。
だが他面では，就労する女性の側に立つならば，例え「義務」としてではあ
れ，就労によってどのような可能性が女性に対して開かれるか，という問題
が現れてくる。家族を養うに足るだけの収入を得られるか，よりよいポスト
を得るための技術と知識を身につけることができるか，よりよいポストや新
しい社会関係を築くことができるか等々，様々な可能性がそこにはある。い
うまでもなく，就労が女性に対していかなる可能性を開くかは，女性の就労
を取り巻く諸条件によって左右される。そうした条件のうちには，賃金や労
働時間をはじめとする一般的な労働条件，職場で女性が占める位置，特に男
女の位置関係，更に女性が家事と育児に関わることが多いとするならば，家
事や育児の条件，また家庭内での男性との関係などがあるだろう（4）。本稿が
主題とする消費生活の展開という点からするならば，家事や育児に密接に関
係する食料品や消費財とりわけ耐久消費財の不足は，女性の行動にとって大
きな制約となるはずである。男女の平等，伝統的な性差役割分業からの女性
の「解放」が社会主義の重要な理想であるとするならば，女性の就労を取り
　116　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（868）
　　　　　　　　　　東ドイツにおける消費生活の変化
巻く上述したような様々な条件にどのように関わっていくかは，つまり女性
の解放に向けて必要な環境をどのように整備していくかは，社会主義統一党
にとって最も重要な課題の一つであろう。そのように考えるならば，SED
の政治局が女性に関する「コミュニケ」を発表して，女性の置かれている状
況を批判するのも当然のことであった。
　2．さて，SED中央委員会付属の世論研究所は1970年の年末から翌年初
めにかけて，男女合わせて約3500人の就労者を対象に「家庭と社会におけ
る女性の位置」に関する調査を行った（以下「調査A」）⑤。調査結果は，こ
れまで本稿で紹介したその他の調査とは異なり，「厳重に秘密」扱いされた。
それだけこの問題がSEDにとって，あるいはDDR社会主義のあり方にとっ
て重要であるばかりか，微妙でもあったことを窺わせる。以下に主としてこ
の資料を用いながら，女性たちの行動に即した場合に，政治局の「コミュニ
ケ」に述べられていたような女性が差別される事態を，どのようにとらえる
ことが出来るのかを検討してみよう。
　政治局「コミュニケ」にも現れていたように，女性の就労に関しては60
年代初めには未だ否定的な意見が，特に男性の間で少なくはなかった。男性
たちは「女性の同権という考えになれて」いなかったのである。その結果，
「力強い男らしい言葉こそが（夫婦の間の一引用者）雰囲気をきちんとし
たものとするし，（それこそがまた一引用者）男女同権などといっても，
実際に力を握っているのは誰かを（女性に対して一引用者）示すことにも
なる」などという意見が，未だ女性雑誌の投書欄に載ったりもしていた（6）。
だが，こうしたいわばマッチョ志向ともいうべき意見は，60年代を通じて
次第に表には出なくなったようである。とはいえそのことは，実際に人々が
「女性の同権という考えになれて」きたことを意味しているとは限らなかっ
た。例えば，DDRの代表的な風刺雑誌『オイレンシュピーゲル』の1967年
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の号には，「我々はずっと以前から政治と経済の面では社会主義の下にある
が，結婚生活はまだまだ奴隷制のままである」という言葉がのっていたの。
こうした表現は確かに今日でもしばしば男性によっても使われるものである
し，それが掲載された場所が風刺雑誌であったこと，また前後の脈絡もない
ただの言葉であることを考慮してもなお，数年前の上述の投書と同様の，男
性による女性に対する支配を当然視する考え方がDDR社会に根を張ってい
たことが，想像されるのである。そして，このような想像は以下のことに関
わってくる。
　「調査A」によれば，女性の就労について全体としては「本質的に積極的
な見方」が支配的ではあった。つまり，50年代に女性が職場に進出してき
た時に，ポストを失うのではないかという恐れから，女性の職場進出に反対
した男性労働者は少なくなかったが（8），現実に70％近い女性が働いている状
況では最早，女性の就労に対してそうした不安からの表だった反対はできな
くなっていたということであろう。あるいはまた，DDRにおける労働市場
が極端に性別化されており，男女の職場の区分がはっきりとしていたことも，
このことに関連するかもしれない（9）。つまり，女性が女性化された領域で就
労している限り，男性側にはそれに特に反対を唱える根拠がなくなったとい
うことである。
　注目すべきは，女性の就労を拒否する男性の割合が60年代末以降増加し
ており，特に男性労働者にそれが多かったことである。すなわち「調査A」
によれば，男性労働者の15％は女性就労に否定的な見方を示していたので
ある㈹。この調査からは，女性の就労に否定的な見解を持つ男性，特に男性
労働者がどのような職種であるのか，また否定的である理由が何であるかは
定かではない。だが，女性の就労時間を短くする必要を，特に男性の場合，
女性が家事を行わねばならないことに関連づけていること，また男女を問わ
ず，女性が育児のために時間を取らねばならないことをあげていることから
　118　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（870）
　　　　　　　　　　東ドイツにおける消費生活の変化
すれば㈹，伝統的な性差役割分業の観念にとらわれている男性が少なくない
ことが，女性就労への否定的な見方につながっていることが窺えるだろう。
とりわけ，DDR社会の根幹を形成する男性労働者のうちにそうした見方が
少なくなかったことは，社会主義のイデオロギー自体の社会的な浸透力に限
界があったことを示しているだろう。そうであるならば，先の風刺雑誌に見
られた表現は，女性就労に否定的であるばかりではなく，女性に家事と育児
の負担を押しつけて当然とする男性の観念に対する女性側の反発として理解
することも出来る。それと同時にまた，この表現は社会主義が言葉だけとなっ
ている現実を批判するものでもあっただろう。
　言うまでもないことながら，男性労働者の誰もが女性の就労に否定的な見
方をしていたわけではない。女性が就労している場合，家事や育児を分担し
ている労働者家庭も少なくはなかったし（’2），男性のかなり多くは家事を男女
共同で行うべきであると考えてもいた（13）。しかし，女性が育児のために時間
をとることを当然視する意見と，家事の主要部分は女性が行うことをよしと
する意見が，男女を問わず多かったこと㈹を考えるならば，女性が家事や
育児に関わることは，例え働いている場合でも，いわば「義務」であったが，
男性は当人および相手の考え方次第で家事や育児に関わるのであり，その意
味で彼らの関わりはいわば「オプション」であったといえるだろう。逆に言
えば，女性にそうした「義務」がある限り，女性の就労には自ずと制約があっ
たということになろう。他方，家事や育児が男性にとって「オプション」で
あるならば，家事を男女共同で行うべきであるという男性の意見を文字通り
に受け取ることはできない。そもそも，「男性の方が女性よりも多く，女性
の同権について語る」という皮肉㈹からも窺えるように，家事を共同でと
いう男性の主張は建前だけと受け取ることも出来るのである。あるいはここ
で言われる「家事」が何を指すかも不明である。
　上に述べたような様々な問題点があるにも拘わらず，とにかく男性の中に，
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自身が家事や育児に関わることに反対しない意見があるとすれば，その意味
で，就労している女性の負担を軽減する必要を認める意見があるとすれば，
そして他方では，先にみたように，女性の就労に反対する男性労働者がいた
とすれば，そこから推測できることは，男性労働者の職種や経歴によって女
性の就労に関するとらえ方が異なるということである㈹。ただし，本研究で
用いている資料からでは，より詳細な把握は残念ながら出来ない。
　なお，女性の就労や家事，育児の負担に関連しては次の事情も重要である。
すなわち，60年代後半に第3次高等教育改革がなされ，70年代にはいると
女性の大学への進学者が急激に増大してくる（17）ことに典型的に現れてくる
ように，女性の場合は企業内での教育課程への参加も含めて，ただに働くだ
けではなく，教育と技術を身につけることを当然視する傾向が強くなってい
た。このことは女性の側に自らの生き方に関する新たな可能性を求める姿勢
が強まっていることを意味していた。男性が家事や育児にも関わるという意
見が増えるのは，女性を取り巻く状況がこのように変化してきていることと
も無関係ではないだろう。
　ただし，こうした状況がはっきりと形を取り始めるのは，ホーネッカー時
代に入ってからのことであり，我々が扱っている時期について言えば，確か
に働きながらも教育と技術を身につけようとする女性は存在していたが，ま
だ，それははっきりとした潮流となってはいなかっただろう。1960年代半
ばでもむしろ，工場で働く女性の間ではまだ，家事と育児に責任を負わねば
ならない女性は，自分で働くよりも夫に働いてもらい，夫がよりよい地位と
収入を得ることが出来るようになる方がよい，とする意見は少なくなかった。
また，男性工場労働者の間には，女性は結婚して子供を産むのであるから，
フルタイムで働くべきではないし，勉強をする必要などないと考えるものも
多かったのである㈹。このように男女とも非常に強く性差役割分業の観念に
囚われているものが少なくはなかった。そうであるからこそ，そこから離れ
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て，男性も家事や育児に参加すぺきであるとする考えに立つ男性は，もしも
それが単なる建前ではないとするならば，DDR社会の中の新しい潮流を示
す存在であり得たのである。
　それでは，いかなる理由から女性は就労するのであろうか。先に述べたよ
うに，DDRでは女性の就労に関する社会的な圧力はきわめて強かったが，
そうであるからといって，就労する女性が就労を強制によるとばかり受け止
めていたわけではなかった。注目すべきは，半数以上の女性が「家計の足し
にするため」に働いていたことであり，更に全体の3分の1の女性は「自分
の生活もしくは家族の生活を自分でまかなわねばならない」という理由で働
いていたことである㈹。両者を合わせるならば，女性たちの多くは必要に迫
られて働いていたことになる。従って，女性たちが就労を働かねばならない
という一種の社会的な圧力の結果と受け止めていたとは限らないのである。
言い換えれば，女性の社会的な解放というDDR社会主義の根本目標の一つ
は，女性たちにとって，いわば「スローガン」以上の意味を持たなかったこ
とが窺えるのである。
　ところで，一方で必要に迫られて就労せざるを得なかった女性たちには，
他方では，家事と育児の負担がのしかかっていたから，少なからぬ女性はフ
ルタイムではなく，パートタイムの就労であり，その割合は20％に近かっ
た（2°）。中には買い物に時間がかかるが故に，パートタイムで就労せざるを得
ないと答えた人も少なくなかった⑳。だが，パートタイム就労によって，よ
りよい生活のための物質的な条件が確保できるようになると考える女性は，
決して多くはなかったのである（22）。ここには家事や育児という女性に課せら
れた負担が，家計を満たすという女性就労の基本的動機を阻害する構図が現
れていた。言うまでもなく，それはまた女性の二重一多重負担が女性の社会
的な解放を困難にすることをも意味していた。こうして，DDR社会主義に
とって女性の二重一多重負担は，社会主義の理念の上からも，また女性の現
　（873）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121
　　　　　　　　　　　　政経論叢　第72巻第6号
実からも，解消されるべき課題であったのである。だが実際には，一方に就
労への圧力があり，他方で家事や育児に女性が責任を負うことが当然視され
ているような社会では，そうした多重負担の解消は社会全体で解決すべき問
題であるよりは，就労する個々の女性の才幹の問題であり，夫が家事や育児
に参加することはせいぜいのところ望ましいということに止まらざるを得な
かったのである（23）。
　最後に，就労が女牲にどのような積極的可能性を開くのかという問題につ
いて考えてみよう。「調査A」によれば，就労を女性の経済的な自立や，自
分を高めるためにということに関連づけている女性は，全体で20～22％程
度であった。換言すれば，就労に積極的な意味や可能性を見いだす女性は必
ずしも多くはなかったのである。因みに，男性側から見た場合，女性が就労
するのは圧倒的に家計の足しにするためであり，女性の経済的な自立を理由
に挙げるものはきわめて少なかった。他方，自分を高めるために女性が就労
していると考える男性の割合は女性よりも多かった。これはおそらく，男性
も家事や育児に参加すべきであるとする男性の意見と同次元のもの，つまり
建前と見なすべきであろう（24）。女性の就労理由に関する男女間のこのような
受け止め方の相違は，自立とか同権という考え方が男性にはなじまないもの
であったことばかりではなく，女性の側には，例え少数ではあっても，男性
への経済的な依存から抜け出したいとする志向性があったことをも窺わせる。
勿論，前述したとおり，少なからぬ女性労働者は夫の収入で暮らせるように
なることを良しとしていたのであり，それを夫に対する経済的な従属とは考
えなかったであろう。従って，経済的な自立性を求める女性の存在は，社会
主義的な解放された女性の像に合致する存在ではあっても，少数派であった
だろう。それと共に，就労によっては「自分を高める」可能性はさほど得ら
れないという現実認識が女性の側にあることが，窺えることも重要である。
なぜなら，そこには一つには，職場での男女関係ないしは職場における女性
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の位置が，女性にとって必ずしも好ましくはないことが反映していると考え
られるからである。また一つには，抑も女性にはそうしたことは必要なしと
する伝統的な観念が根強く残存していることも窺えるからである。
第2節　消費生活一買い物，行列，余暇
　1．前節で見たように，DDRにおいては女性の多重負担は，女性の社会
的解放というその喧伝されたイデオロギーにも拘わらず，いわば自明のこと
であった。勿論，個々の女性にとって多重負担を如何に乗り切るかが，その
女性の「才幹」であった以上，負担は必ずしも負担とは受け止められなかっ
たかもしれない。
　ところで女性の生活にとって，家事の中でも特に重要な意味を持っていた
のが買い物であった。買い物にあたって，人々はしばしば行列をする。社会
主義国における行列は有名であり，その物質的生活の貧しさ，生産力の低さ
を象徴していると　　少なくとも西側資本主義国においては　　見なされて
きた。当の東ドイツの人々にとっても，それは異様な光景ではあった（図5
参照）。だがそれでも，人々は行列があれば，そこに並ぶという独特の「消
費文化」を作り出していた。行列はそこになにがしかの品物があることを表
しているばかりではなく，その品物を巡って人間関係が形成されたからであ
る（25）。そもそも品不足と品揃えの悪さとを前提とするとき，DDRの女性，
特に比較的時間のある働いていない主婦にとって，必要な品物を求めて，だ
が可能ならばよりよい品物を求めて，さらには　　第2章第2節で述べたよ
うに　　必要でないものまで求めて，とにかく品物があればそれを買うため
に，いくつもの店を回ることは当然のことであった。それだけでも時間がか
かったが，加えて行列である。買い物は単に買い物ではなく，時間の浪費で
もあった。そしてそのような時間のために，もし働くとすれば就労をパート
タイムにする女性も少なくなかった。しかしまた，買い物は品物がどこにあ
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（出典）　Eulenspiegel，14　Jg．1967．　Nr，21，　S．8
　　　　　　　　図5　「レジのない社会のかなり長い週末」
るかについての情報を持つことを意味しており，従って，情報を得るための
何らかの手段一多くの場合は人間関係　　を持つことが必要不可欠でもあっ
た。つまり，買い物には情報とそれを得るために手段が伴っていた。DDR
は人々の共助のネットワークが発達した社会であるということはしばしば指
摘されてきたが，それはこのように品物が不足していることの反面であった。
さらに，例え行列しなければならなかったとしても，望んでいたものが得ら
れるならば買い物は喜びでもあった。従って，買い物時間を確保するために
パートタイム就労にするというのは，女性にとってはやむを得ないと同時に，
重要な選択でもあっただろう。こうして行列が独特の「消費文化」であるの
は，それが品物の存在を示すばかりではなく，まさに以上述べたような意味
を伴う行為であったからである。そして，そのような「消費文化」の中で，
多重負担に関わる女性の「才幹」も試されることになったのである。
　他方，フルタイムの就労によって「職業生活の中で自分を高める」可能性
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が女性にもたらされるとしても，そうした可能性は買い物にかかる時間によっ
て大きく制約されていたと考えざるを得ない。確かに大規模な経営に就労す
れば，経営内の販売所で必要品特に食料品を，しばしば，街の商店よりも品
質のよいものを購入することが出来たが，それでも全てを経営内の購買所で
まかなうことは出来なかったし，ましてそうした購買所を持たない小規模の
経営に就労すれば，街の商店で買い物をせざるを得なかった。このような条
件の下で，買い物にかかる時間を短縮することが出来ないとすれば，従って
また行列の解消にも見込みがないとすれば，働く女性は何らかの手段で自分
のための時間を作り出さねばならなかった。その一つが洗濯，特にシーツ類
の洗濯を外部のランドリーに任せることであった。いうまでもなく洗濯，な
かでも「大きな洗濯」は古くから，家事の中でももっとも強く女性の時間と
肉体的な力を奪ってきたから，耐久消費財の普及に時間のかかるDDRにお
いて，かつまたDDRで一般的な洗濯機が乾燥機と一体型ではない，きわめ
て旧式なものであったことを考えるならば，女性がそれを外部に委託しても，
何ら不思議なことではなかった。だが興味深いのは女性のこのような姿勢に
対する男性の反応であり，女性の2倍以上の男性が「洗濯屋は金がかかりす
ぎる」として，洗濯の外注に反対していたことである（26）。少なからぬ男性が，
家事を女性が行うことを当然視していたことが，ここからも窺えよう。
　2．話を行列に戻そう。言うまでもなく，人々は行列の出来る原因が物不
足にあることを認識していた（27）。新経済システムの導入によっても物不足，
それも日常生活に必要な品物の不足は解消されないままであったのである。
ここにはDDRの経済政策に一貫する傾向，つまり消費政策を犠牲にする傾
向が新経済システムの下でも継続していたことが現れていた。それはともか
く，行列には物不足以外にも消費生活の発展に関わる重大な原因があること
をも，人々は把握していた。すなわちその一つは，商店の数が少ないこと，
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あるいはまたそこで働く人間の数が限られていることのように，流通システ
ム自体の不備，第三次産業の未発達ということであった。そしてこのことは
特に都市で甚だしかった。特に週5日制が導入された1966年以降も，土曜
日に開いている商店は百貨店のような大型店だけであったから，商店の数が
少ないことの影響は都市で現れやすかったのである（as）。それ故に，女性たち
の中には買い物のために昼夜交代制の勤務を望む声さえあった（ts）。
　また，商店特に大型店における販売員の客に対する応対の悪さはDDRで
はよく知られたことであった㈹。例えば，ベルリンのある主婦は次のように
述べている。
　　「買い物に行くと私はしばしば店員に面倒がられているような気がしま
　す。私は商店に入ったとき，店員が卑屈で教え込まれたような丁寧さを示
　すのを見るのは嫌いですけれど，客に対する親しみと，仕事に打ち込む様
　子を見たいのです」（31）（図6）
（出典）　Eulenspiegel，9Jg．1962，　Nr．2，　S．2
図6「お客さん，ちょっと待って下さいよ。
　うちは何せ人手不足だものだから」
126 （878）
　　　　　　　　　　東ドイツにおける消費生活の変化
しばしばこうした店員の態度が行列を一層長くさせることにもなった。販売
員の応対の悪さはDDRの早い時期から見られて現象であったが，言うまで
もなくそれは，計画経済の下で，需要を考慮することなく商品が供給される
ような「売り手市場」であることと密接に関連していた。そして新経済シス
テム初期の比較的自由な商品供給の時期にあっても，全体としてみるならば
品不足と品揃えの悪さは解消されていなかったから，長年の慣行によって成
立していた店員の応対の悪さは改められることなく，存続していたのである。
他方，品不足と品揃えの悪さは店員の側に客を「選ぶ」余地を作り出しても
いた。前章で紹介した投書にもあるように，店員はおそらくは見返りを期待
して「上客」に「こっそりと」商品を売ることを行ったのである（32）。
　このように見てくれば，行列は特有の「消費文化」を象徴するばかりか，
特権とコネというDDR社会の「暗部」をも象徴していたのである。いうま
でもなく，特権といいコネといい，どこの社会にもあるものであるが，収入
状況を出来るだけ均一にしながら，消費水準を一様に上げていくことで，社
会主義的な公正さを実現しようとするDDRの建前に照らすならば，それは
まさに「暗部」であったのである。そしてそのような「暗部」の存在を人々
が如何に不快に感じていたかは，DDRが崩壊した後，かつての指導者たち
が享受していた「贅沢」に対して人々の怒りが集中したことにも現れていよ
う。ちなみに，指導者の「贅沢」たるや，およそ「贅沢」とは言い難い程度，
つまり西ドイツのごくありふれた市民の日常生活と変わるところがなかった
のである。
　3．買い物に時間がかかることに典型的に現れるように，働く既婚女性に
とっては就労と家事の2重負担，さらには育児まで加わった多重負担がのし
かかってくる。このとき女性にとって，余暇とはどのような意味を持つので
あろうか。周知の通り，資本主義の下では消費生活の発展と余暇の形成とは
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不可分に結びついていた。人々は余暇を過ごす手段を商品の形で手に入れな
ければならなかったし，他方，余暇自体が労働時間の短縮と共に，労働や休
息のための時間からは独立した，それ自体として過ごされるべき時間として
発展してきた。そして人々の消費行動はもっぱらこの余暇の中で果たされた
のである㈹。
　さて，DDRにおいても，耐久消費財，特に洗濯機及び自家用車の普及拡
大と，週休2日制の導入は人々の余暇を増大させていた。週休2日制につい
ては，まず1966年に隔週5日制が導入され，ついで翌67年には完全な5労
働日制が導入された。これに伴い週労働時間も66年までの45時間制から
67年には43．75時間へと短縮された。また16歳以下の子供が二人以上いる
場合には，女性の労働時間は40時間であった。既に述べたように，耐久消
費財への人々の要求は強かったし，また5労働日制にしても，工場内部から
わき上がる労働者の声は最早無視できない強さになっていたのである㈹。い
ずれにせよ，耐久消費財の普及は時間の節約の形で，週休2日制は労働時間
の短縮の形で，それぞれ人々の自由になる時間の拡大に寄与するはずであっ
た。だが，まさに行列の背後に品不足があったように，余暇に関わる消費生
活の発展という面で，DDRにおける余暇の拡大は西ドイツにおけるそれと
は同一ではあり得なかった。加えて，多重負担という条件の下にある女性た
ちにとって，週休2日制の導入は必ずしも余暇を思うように過ごす可能性を
与えるものではなかったのである。すなわち男性に比べればはるかに多くの
就労女性が，仕事の疲れと，家庭の事情，つまり家事や育児のために，余暇
をそれとして過ごすことは出来ないと考えていたのである（35）。そもそも5日
制導入以前には休日は休養のたあに過ごすという女性が少なくなかった㈹。
休日に関する女性たちのこうした受け止め方を前提とするとき，余暇に関す
るこれまでの研究がもっぱら「男性」に焦点を当ててなされていたことに注
目せざるを得ない。G，イルムシャーはこれまでの研究を総括して，「余暇と
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は男性の事柄であった」と述べているが，至言である（37）。実際女性たちが伝
統的に家庭内で果たしてきた再生産の担い手としての役割を，女性から取り
除いてしまえば，その時は自ら家事を行わねばならばならなくなる男性にとっ
ても，さしたる時間が「余暇」として残ることがないのは明かであろう。こ
のように2重負担のもとにある女性にとって，本来の意味での余暇の可能性
が，いささか乏しかったことは否定できない。とはいえ，DDRの就労女性
にとっても，全く余暇がなかったわけではない。土曜日が休みとなれば，そ
の日を如何に過ごすかを休日前から考える人は特に女性に多かったし（38），制
限されていたとはいえ，彼女たちもまた余暇を享受していた。それでは彼女
たちは余暇をどのように過ごそうとしたのだろうか。
　総じて女性は，週休2日制の導入によって生じた時間を，男性に比べると
はるかに多く家族のために，あるいは家事に関わることに使っており，余暇
が女性には十分に存在しなかったことは明かであった。だが，それ以外の時
間，従って本来の余暇については，読書，観劇や音楽会，趣味等に当てる時
間が男性よりも顕著に多かった（39）。言うまでもなく，こうした行動には，必
ずしも大きな出費は必要としないが，それにしてもこうした行動への出費が
あること自体，例えば新経済システムが導入された当時なお収入の多くが食
料品や嗜好品に支出されていたのであるから，そうした状況に変化が生じた
ことを表していた。また，一般に自由な時間を「社会的活動」，つまりSED
や労働組合その他の団体の組織する活動に参加するよりも，「勉強」（Weiter・
bildung）のように自分の目的のためにあてる人間の方が多かったが，特に
女性の場合，これが顕著であった（4°）。上に挙げた余暇の過ごし方もその例で
あろう。ただし「勉強」に関しても，女性におしなべて，そのような傾向が
あったというわけではない。余暇に関する調査によれば，繊維工場のように
圧倒的に女性の多い職場では，女性たちの間で専門教育への要求や関心が著
しく低かった。だが，化学工場のように女性についても交代勤務がある職場
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では，そうした要求や関心は女性の間でもかなり高かったω。ただし，化学
工場における女性のこうした姿勢が，昇進の可能性を求めてのことであるの
か，それとも女性にとってより魅力的な職業に就くための準備であるのかは，
資料からは不明である。このような事例は，DDRにおける就労女性の余暇
に関する研究はかなり複雑なものとならざるを得ないことを示唆しているだ
ろう。
　仕事に疲れ，加えて家事や育児という負担を負わねばならない女性が，休
日に「社会的活動」に参加する気持ちをもてないのは，いわば当然のことで
あろう。逆に男性の方がそうした活動に参加する者が多いということは，家
の外と内で，男女の間に　　意識的にかどうかは不明であるとはいえ一役
割分担がなされていたことを窺わせる。そしてこの推測が正しければ，
DDRにおいては，　SEDについては言うまでもなく，その他の多くの大衆団
体が組織する社会活動が，元来人々を政治的に動員することを狙いとしてい
たとしても，そうした意図は完全に空洞化し，人々の非政治化が進んでいた
と言えるだろう。もしも「壁寵社会」ということが言いうるとするならば，
それはこうした社会のありようを指しているのである。
　このような性差の役割分担と同時に興味深いことは，上に述べたような女
性の時間の使い方が，　　組織されているか否かに重要な相違があるとはい
え　　ドイツ労働運動の伝統的な要求，すなわち自由な時間を個人の精神的，
文化的な発展のために使う，ということに合致していることである。それは
明らかに，「経済の奇跡」の中で見られた西ドイツにおける消費社会の発展
が女性に及ぼした影響とは異なっていた。西ドイツの場合，簡単に言えば，
消費物質の購入を通じて女性は自らを物の操作主体，家族内での意志決定の
重要な担い手へと形成していった㈹。これに対してDDRの場合は，資料が
世論調査研究所の調査だけであり，確定的なことは言えないにせよ，女性の
時間の使い方のうちにはDDR社会が，消費生活の向上と共に余暇が拡大す
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る現代工業社会のどこにでも見られる傾向に沿いながらも，なお，古い労働
社会的な特徴，あるいはまた教養市民社会的な刻印を残す社会であることが，
現れているように思える。
　なぜ，DDRにおいては西ドイツのような発展がはっきりとは現れてこな
かったのか。言うまでもなく，耐久消費財購入までにかかる待機時間の長さ
に象徴されるような，DDR社会における生産力の低さに根本的な原因があっ
ただろう。党と国家の指導部が繰り返し労働生産性の向上によって初めて生
活の向上も望めると主張するのに対して，労働者は機械を新しくし，工場を
近代化し，きちんとした労働組織を作り，資材を用意するならば，労働生産
性は自ずと上がるとして，党と国家の指導部が繰り返す主張に激しく反発し
ていた㈹。労働者から見れば，党と国家の指導者の主張することは，まさし
く労働者から余暇を奪いとることに他ならなかったのである。余暇を巡る両
者のベクトルの相違は如何ともしがたいものがあったといえよう。
　しかしそれにしても何故，ドイツ労働運動の伝統がDDRに，特にその女
性に強く及んだのかという問題は残る。この問題の検討は今後の課題である
が，DDRでは女性にとっても労働は一種の社会的な「義務」ないしは「強
制」となっていたこと，しかしそうした労働を果たすことで逆に，余暇を積
極的に過ごす，つまり，余暇が労働運動に伝統的な意味での人間の「解放」
につながる可能性も生まれてくること，従って労働と余暇との関係が，単純
に両者を切り離せるような関係ではなかったことが，重要であろう6また余
暇を過ごすに当たっては保養所の利用等，休暇において労働組合の果たす役
割が大きいことなども検討のポイントとなるだろう。労働組合と休暇の関係
を見ていくならば，余暇の過ごし方の中にどのような歴史的な特徴が現れて
いるかということが，より鮮明に把握できるのではないだろうか。
（1）　Dokumente　der　SED，　Bd．　VIII，　Berlin（0．）1962，　S．504ff．
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（2）　とはいえ，こうした理解の仕方が男性労働者にごく普通であったことは，例
　　えば次を参照。L．　Niethammer，1）ie　volleseigene　Erfahrung，　a．a．0．，　S．　l　l8．
（3）　VgL，　Irene　Doelling，　Die　Bedeutung　von　Erwerbsarbeit　fuer　weibliche
　　Identitaet　in　der　ehmaligen　DDR，　in：MKF　36，1995，　S．40；Martin　Kohli，　Die
　　DDR　als　Arbeitsgesellschaft？　Arbeit，　Lebenslauf　und　soziale　Differen－
　　zierung，　in：Sozialgeschichte　der　Z）DR，　Hg．v．　H．　Kaelble　u．a．，　aa．O．，　S．41．
（4）　例えば，ある退職女性労働者（職場主任）は自己の人生を振り返りながら，
　　そうした条件がどれほど自分の人生に影響したかについて述べている。Gerda
　　Szepansky，　Die　stille　Emanzipation．　Frauen　in　der　DDR，　Fr．a．M．1995，
　　S．126－140．
（5）　1）ie　Umfrage　des　Instituts　fuer　Meinungsforschung　beim　ZK　der　SED　zuγ
　　Stellung（der　Frau　in　Familie　und　Gesellschaft　vom　Dezember　1970（SAPMO－
　　BArch，　DY30／5207）
（6）　Das　Magαein，1962，　H．8，　S．30－31．
（7）　Eulenspieget，14．　Jg．1967，　Nr．1，　S．12．
（8）　Vgl．，　Annegret　Schuele，　Industriearbeit　als　Emanzipationschance？
　　Arbeiterinnen　im　Bueromachinenwerk　Soemmeda　und　in　der　Baumwoll－
　　spinnerei　Leipzig，　in：Gunilla－Friedrike　Budde　（Hg．），　Frauenαrbeiten．
　　Weiblliche　Erwerbnstaetigleeit　in　Ost－　und　westdeutschland　nach　1945，
　　Goettingen　1997，　S，103．
（9）　VgL，　Hildegard　Maria　Nickel，》Mitgestalterinnen　des　Sozialismus《－
　　Frauenarbeit　in　der　DDR，　in：Gisela　Helwig，　Hildegard　Maria　Nickel（Hg．），
　　Frauen　in　l）eutschland　1945－19921　S，239ff．
（10）
（11）
（12）
（13）
　　るかに多い割合で，
　　Bierbauch　oder　das　Konstrukt“Maennlichkeit”．　Vorwissenschaftliche　An－
　　naehrung　an　ein　nicht　zu　uebersehendes　Phaenomen，　in：　MKF．，　Jg．18，　H．36，
　　1995，S．123．
（14）　Ebd。，　BL17．
（15）　Eulenspiegel，14．　Jg．1967，　Nr．28，　S．8．
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SAPMO－BArch，　DY30／5207／BL3．
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Vgl．，　L．　Niethammer，　u．a．，　Die　volleseigene　Erfahrung，　a．a．O．　S．12L
SAPMO－BArch，　DY30／5207／BL5，　DDRの男性は西ドイツの男性よりもは
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　　Irene　Doelling，　Die　Bedeutung　von　Erwerbsarbeit．．．，a．a．0．
（17）　Vgl．，　Hildegard　Maria　Nickel，　a．a．0．，　S，242，　Tab．7．
（18）　Braucht　man　Mut　zur　Offenheit？，　in：fuer　dich，1966，　Nr．15，　S．10－13，　hier
　　S．13．
（19）　SAPMO－BArch，　DY30／5207／BL15．
（20）　Ebd．，　BL25．なお，80年代にはパート就労の割合は増加し，25％を超えてい
　　た。VgL，　H．　M．　Nickel，　a．a．O．，　S．245．
（21）　Ebd．，　Bl．16．
（22）　Ebd．
（23）　ただし，80年代にはいると，むしろ積極的にパート就労を選び，残余の時
　　間を家事や育児，さらには自分自身のために当てる女性も増えてきている。こ
　　こでは児童手当の増額や，保育所などの充実といった家事や育児に関わる条件
　　の整備が進んだことだけではなく，家事や育児に対する女性のとらえ方に変化
　　が生じたことが推測できる。VgL，　A　lltagsleultur　der　1）1）R，　a．a．O．　s．44．
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
（32）
以上，SAPMO－BArch，　DY30／5207／BL15．
1．Merkel，　Utopie　und　Beduerfnis，　a．a．0．，　S．279．『
SAPMO－BArch，　DY30／5207／BL7．
SAPMOBArch，　DY30／5203／BLI5．
Ebd．；VgL，1．　Merkel，　Ut（4）ie　und　Beduerfnis，　a．a．0．，　S．203ff．
fuer　dich，1966，　Nr．25，　S．19
SAPMOBArch，　DY30／5203／BL10．
Das　Magtmn，1965，　H．4，　S．29．
VgL，50　Jahre　DD1～．ヱ）er・411tag　der　1）1）R，　erzaehlt　in　Fotog？rafien　aus　dem
　　Archiv　des∠AND．　Mit　Texten　von　Helga　Koenigsdorf　und　Walter　Heilig，　hg．v．
　　Guenther　Drommer，　Berlin　1999，　S．126，
（33）　以上，詳しくは拙稿「ヴァイマル時代における勤労女性と余暇」（明大「政
　　経論叢』Vol．65，　No．1～2，1997）を参照されたい。
（34）　Vgl．，　SAPMO・BArch，　DY30／IV　A2／5／99．
（35）　SAPMO－BArch，　DY30／5200／BL135．
（36）　VgL，　Gerlinde　Irmscher，“Arbeitsfrei　mit　Kuesschne　darauf”，　in：Wunder－
　　wi「tschaノ「ちa．a．0．，　S．40．
（37）Vgl．，　G．　Irmscher，》Frei　Zeit－Was　nun？《Alltaegliche　Modernisierung　in
　　der　Arbeitsgesellschaft　DDR，　in：MKF，1993．　H．33，　S．156．
（38）　SAPMO－BArch，　DY3－／5200／Bl．132．
（39）　SAPMO－BArch，　DY30／5207／BL21．
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（40）　SAPMO・BArch，　DY30／5207／BL8．
（41）　SAPMO－BArch，　DY30／5200／Bl／138．
（42）　詳しくは前掲拙稿「家事と消費生活」を参照されたい。
（43）　Vgl．，　SAPMO－BArch，　DY30／IV　A2／5／99．
おわりに
　本稿で述べてきたことを，整理しておこう。
　これまで見てきたように，DDRにおいては国民の消費生活の向上が無視
されるということは決してなかったが，重工業を中心とした計画的な経済建
設という基本的な枠組みの中で，消費生活の発展は常に重大な制約を被って
きた。端的に言えば，消費財の生産は重工業の犠牲にされてきたのである。
それだけではなく，計画的に国民の必要とする消費財を供給するという発想
の裏には，国民の消費への欲求をコントロールしうるという想定が常にあっ
た。加えて，実際に商品が供給される際には，消費者の欲求への十分な配慮
がなされないことが珍しくはなかった。というよりも，自由な商品流通のも
とでの消費者による選好が欠如していたが故に，消費者の望むところを把握
する手段がなかったのである。女性団体，女性雑誌さらにはテレビ等は商
品流通や品質を監視する役割を一定程度果たしていたとはいえ，結局のとこ
ろそうした役割も，生産者や販売者に対して消費者の欲求に配慮するよう求
めることで終わっていた。言うまでもなく，それによっては消費財の不足は
一時的，個別的にしか解消されることがなかったのである。また，このよう
に消費者の欲求に応える術が十分ではなかったことだけではなく，外貨獲得
のために商品は国内にではなく，国外へと輸出され，それによっても消費物
資の不足は強められた。日常的な消費物質の場合，例えば常に不足していた
化繊の衣類，特にナイロン製の製品や，あるいは高級モードが輸出に回され
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ていたω。こうして国民の前には品不足，品揃えの悪さということが常態化
するのである。
　消費者の側から見た場合，物の不足はウルブリヒト時代を通じて，一貫し
てみられる状態であったが，物の不足という感じは西ドイツのとの比較を通
じて，また耐久消費財の購入に関連して特に顕著に感じられる不公平感によっ
て，絶えず消えることなく人々の意識の中に沈殿していった。そしてそのこ
とがまた，東ドイツの政策担当者の意識と行動を制約することにもなったの
である。とりわけ，新経済システムが導入される以前には，こうした物不足
感と実際の物不足は，人々の社会主義体制への支持，あるいは同調を制限し，
しばしば体制の安定を損ねることになった。まさに満たされない国民の消費
意欲は，支配政党にとっては危険な爆薬であったのである。ウルブリヒト時
代のDDRにおいて，1953年を別とすれば，何故この危険な爆発物の爆発を
押さえることが出来たのか。ソ連の存在という根本的な条件は別として，言
うまでもなく一つの理由は，SEDの指導者が国民の消費意欲を刺激するこ
と，その前提となる消費財の生産に力を一重工業をはじめとする基幹産業
に重点を置く経済政策の根本原則に手をつけることはないままに一注いだ
ことである。そのもっとも成功した例が新経済システムであった。そして
1950年代後半からの耐久消費財の普及拡大，さらには新経済システムの中
での消費生活の向上は，それによって物不足を解消することはなかったとは
いえ，それでも豊かな生活への人々の激しい渇望感は一定程度は和らげられ
たのである。同時に，そうした生活向上にも拘わらず存在した行列に象徴さ
れるような，独特の消費文化が形成されることにもなったのである。そして
このことが，不満の爆発を押さえるもう一つの原因となった。なぜなら，こ
の消費文化の中には物不足を補うような，人々による互助のネットワークの
形成が含まれていたからである。
　DDRの消費文化の中で見過ごすことの出来ない問題の一つは，それが男
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女の性差役割区分に対してさほどの違和感を持っていなかったように見える
ことである。戦後西ドイツにおける消費生活の発展は，一定の限度内ではあ
るが，女性の主体意識を強める方向に働いた。これに対してDDRの場合は，
女性の社会的な解放，男女の同権が言われながら，むしろ女性は二次的な存
在のままであった。様々な調査によれば，喧伝された「同一労働同一賃金」
という原則さえも満たされることはなかった。そのような不利な状況の中で，
働くことが「義務」でもあれば，社会的な「強制」でもあった女性にとって，
二重一多重負担を如何に処理していくかは，才幹の問題であった。これに対
して男性はいわば「オプション」としてのみ，この問題に関わったのである。
性差役割分業のこうしたあり方からして，少なくともウルブリヒト時代の
DDRは顕著に保守的な社会であったと言っても過言ではないだろう。
　この保守的な社会の中で，図5の行列に関する風刺画からもわかるように，
独特の消費文化は主として女性によって担われながら形成されてきた。この
消費文化の中での人々の行動は，まさに行列に対する人々の不満に表される
ように，絶えず「不足」を意識させたが，同時に，消費を支える様々な人間
関係を形成させることにもなった。人々はその中で初めて，物を買い込む喜
びを体験し，一定の消費水準の確保に成功したのである。その限りでこの人
間関係は社会の安定化要因もであった。
　ところで，性差役割分業が牢固に根を張ったDDRにおいて，余暇はまさ
に男性の事柄であった。ささやかな消費生活の発展は，二重一多重負担が当
然であった女性に対しては，決して十分な余暇を保証してはいなかったので
ある。女性の自由になる時間は一貫して男性の7割程度しかなかった②。だ
がそうであるからこそ，女性が余暇に関わるとき，それは男性との間に顕著
な相違を示していたのだろう。つまり女性は男性に比べれば，はるかに自分
自身の能力の開発，とりわけ知的能力の陶冶に余暇を充てたのである。こう
した傾向がDDR時代を通じて一貫したものであったことは，女性の高等教
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育への進学率の高さからも窺うことが出来る。更に，本稿では取り上げなかっ
たが，女性には男性とは異なる分野で余暇活動を行い，そこでの消費を示す
傾向が存在していたと言われる。例えばそれは，化粧品のような嗜好品の購
入や娯楽的活動，さらには裁縫のような伝統的な女性の趣味に向けられたの
である（3）。このような女性に独特の余暇の過ごし方があるとき，それは男女
の性差役割分業に対しては，一体どのような影響を及ぼしたのか。また最近
の研究は女性就労の拡大が性差役割分業にも影響を及ぼしていたことを明ら
かにしているが④，我々が見たように，男性でも家事や育児に参加するべき
と考えている男性が少なくなかったことは，このことを確認するものであろ
う。確かにいくつかの研究は，既に1960年代から余暇を利用した旅行が，
人々の視野に入ってきていることを示してはいたが（5）（図7参照），女性にとっ
て自由になる時間が乏しかったことを考えるならば，それはまだ先のことと
（出典）　Eulenspiegel，14　Jg．1967，　Nr．31，　S．14
　　　　　　　　図7　「テープレコーダーだったよ，お前」
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いっても誤りではないだろう。むしろ重要なことは，そのとき，ようやく緒
につき始めたばかりの余暇社会に見られた余暇への男女の関わりの相違が，
どのように変化するか，そのことが消費生活の発展の中での男女の関係に如
何に影響するかである。だが，この問題はホーネッカー時代に現れてくる問
題であり，従って，本稿の課題ではない。
（1）　Dasルlzggin，1963，　H．1，　S．74；1964，　H．1，　S．82ff；1965，　H　4，　S．57ff．
（2）　H．M．　Nickel，　a．a．0．，　S．245，　Tab．11．
（3）　LMerkel，　Utopie　und、Beduerfnis，　a．a．0．，　S．350f五
（4）　Leonore　Ansorg，》Irgendwie　war　da　eben　kein　System’drin《．　Struktur－
　　wande正und　Frauenerwerbstaetigkeit　in　der　Ost－Prignitz（1968－1989），　in：
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